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近年の肢体不自由の特別支援学校では､ 児童生徒の障害の重度､ 重複､ 多様化の傾向が見ら

れ､ 重複障害児の割合はおおよそ９０％で､ さらにその９０％は重度重複障害児である｡ 重複

障害の多くは肢体不自由と知的障害の重複が殆どで､ 重度重複障害では視覚障害や聴覚障害な

ど３つ以上の障害が見られることも少なくない｡ また､ 肢体不自由や知的障害が重度になるほ

ど聴覚障害を診断することは困難である｡

しかし､ 最近､ ＡＢＲ検査 (聴性脳幹反応検査) 等による診断学上の進歩により､ 肢体不自

由児の聴覚障害の早期診断も可能となり､ 補聴器を早期から装用できるようになってはきたが､

聴覚障害を伴う肢体不自由児のコミュニケーション指導については報告例がまだ少ない｡ 更に､

重度の運動機能障害､ 知的障害､ 聴覚障害のある子どもの指導例は殆どないが､ 重度難聴を伴

うアテトーゼ型四肢麻痺児に絵記号ボードによるコミュニケーション指導についての片桐と川

上 (２００５) の報告と､ 養護学校における言語指導で重度の難聴と中度の知的障害を伴う重

度脳性麻痺児に対する音声を伴うマカトンサインでの指導についての飯田 (２００５) の報告

などがあるのみである｡

これらの報告を受けて､ 玉井 (２００５) は､ 中等度難聴で３才以上の知的発達のケースで

は､ 補聴器での聴覚活用による指導を行っても､ コミュニケーション手段として音声言語を獲

得できることは困難であることを報告している｡ そのため､ 音声言語に代わる拡大・代替コミュ

ニケーション (ＡＡＣ) を活用したコミュニケーションの必要性を述べている｡ ＡＡＣ機器の

選択について､ 萩森 (２００４) は意思と感情の表出手段､ 模倣能力､ 視覚弁別能力を評価し､

その対人関係､ 興味､ 行動の問題などの情報を収集してＡＡＣ手段を選択し､ 子どものさまざ

まな能力の発達に随時対応しつつ､ ＡＡＣ手段の選択を行うことの必要性を述べている｡ また､

高橋 (１９９５) は脳性麻痺児に対して､ 発声や発話によるコミュニケーションだけではなく､

表情､ 視線､ ジェスチャー､ サインなど身体の動きを用いたコミュニケーション､ シンボルや
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文字を用いたコミュニケーション・エイドなどの視覚的手段の活用による表現の促進を行なう

言語治療プログラムを提案している｡

特別支援学校でも視覚的手段の活用が高まり､ 重度重複障害児への視覚的な日常的コミュニ

ケーション手段として､ 写真カードが多く活用さるようになった｡ それは､ カードの製作が比

較的簡単であること､ どこでも容易に利用できることなどからである｡

写真カードの活用法は､ 活動の中でカードを提示して理解の手助けとするものである｡ しか

し､ 聴覚障害と知的障害が重複した子どもはカードを提示されるだけではその意味の理解が困

難であり､ ただ一方的に受信するだけになる｡ このように､ 写真カードの使用は双方向性のコ

ミュニケーションの道具となり得ていないことが多い｡ また､ 写真カードの提示では日常生活

に必要なことの伝達が中心となり､ 感情の伝達は軽視されがちになる｡ 林 (２００３) は､ コ

ミュニケーションには情報の伝達や理解と気分や感情の交流や共有などの二つの側面があると

述べているが､ 支援を行う上で留意すべき点である｡

ところで､ 脳性麻痺による四肢麻痺があり､ 重度の聴覚障害と知的障害が重複した子どもは､

自力での移動は困難であり､ 興味の対象に自ら移動することが難しく､ 手に取って確かめるこ

とも困難である｡ また､ 聴覚障害により､ 音という情報の多くが絶たれているので､ 言葉によ

る周りの働きかけも効果が乏しい状況である｡ そのため､ 自分の意思を伝える手段を制限され､

他者との関係を形成できず､ 他者とのコミュニケーションを苦手とする子どもも少なくない｡

彼らの意思表示は顔の表情による快・不快が中心であり､ その表情の変化は微妙であり､ 一人

ひとり異なる｡ その結果､ 彼らのコミュニケーションは保護者等の限られた関係の中でしか通

じないものとなっている｡ 子どもが写真カードを使ったコミュニケーション手段を習得するこ

とにより､ 人間関係や行動範囲が拡大すると考えられる｡
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写真カードをコミュニケーションの道具として活用できない子どもは､ 写真カードとそれが

意味する具体物や活動との関係を捉えることが困難だと考えられる｡ 写真カードが提示され､

次に具体物が提示されるまでの僅かな時間と､ カードが提示された位置とは別のところに具体

物が提示されていることがその原因となっていると考えられる｡ つまり､ この時間差と空間的

距離の要因が写真カードと具体物や活動との関係性の理解を困難にしていると考えられる｡

そこで､ これら二つの要因を解消する媒体としてタッチモニターを活用することにより､ 子

どもは写真カードと具体的な物や活動との関係性を理解することが可能になると考えられる｡

このことにより写真カードによるコミュニケーションが成立し､ 三項関係の形成が確立するこ

とになる｡
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１. タッチモニターを用いて写真カードと具体物や活動との関係性を理解する｡

２. カードを用いたコミュニケーションを成立させ､ それを学校や家庭生活へ般化する｡
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○ 中学部１年 女子 (生活年齢 １３歳１ヶ月 ※支援開始時)
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重度の聴覚障害のある脳性まひ児の段階的コミュニケーション支援
―三項関係の成立のプロセス―

○ 障害の状態 脳性麻痺 難聴

発作有り (眼球固定､ 全身硬直､ 上肢振戦) 坑けいれん剤服用

○ 肢体不自由

下肢：独歩不可 移動は車椅子を使用 全介助 右足優位 (左足の麻痺が強い)

上肢：麻痺有り 微細運動は困難 右手優位 (左手の麻痺が強い)

○ 遠城寺式・乳幼児分析的発達検査 (小学部５年時)

○ 津守式乳幼児精神発達診断法 (小学部６年時)

○ 聴覚障害の状態

データＡＢＲ検査 (聴性脳幹反応検査) １００ｄＢ↓ (平成Ｘ年３月)

○ コミュニケーションの状態

�指さし､ クレーン現象は見られない｡

�要求するときは直接具体物を取る｡ 肢体不自由のためその回数は少ない｡

(例 好きなおやつを持って行き､ 食べさせてほしいと要求する)

�快､ 不快は表情でなされる｡

�スイッチやサインの使用はない｡

�家庭や学級に写真カードが備えられているが､ コミュニケーションの道具としては活用

されない｡

�好きな物や好きな景色に視線がいくが､ 人にはいかない｡
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①タッチモニターに触れると写真が現れることを理解する｡

②モニター上の写真カードに触れると写真が現れることを理解する｡

③写真カードとモニター上の写真とが同じであることを理解する｡

④写真カードによるコミュニケーションを生活場面へ応用する｡
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学級や家庭での写真カード活用の般化を確認するため､ 写真カードの活用の状況や変化に

ついて聞き取り調査を実施する｡

67

項目 生活年齢 移動運動 手の運動 基本的習慣 対人関係 発語 言語理解

年齢 １０歳 ８ヶ月 ８ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ５ヶ月 ０ヶ月

項目 生活年齢 運動 探索・操作 社会 食事 理解・言語

年齢 １１歳 ９か月 ８か月 ８か月 ６か月 １０か月

Ｈｚ ２５０ ５００ １０００ ２０００

ＨＡ装用閾値 ９０ｄＢ ９０ｄＢ ９０ｄＢ １００ｄＢ↓

ＣＯＲ － ７０ｄＢ？ ８０ｄＢ？ ７０ｄＢ？

※ ？は不確定数値
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指導経過を整理すると､ 第Ⅰ期から第Ⅳ期の段階にまとめることができた｡ 段階毎に目的､

子どもの反応等について整理した｡ Ｔは指導者である｡

(１) 第Ⅰ期 発信と対象写真の変化との関係性の理解 (第１～３週)

①タッチモニターの導入

【目的】

タッチモニターと写真の関係を理解する｡

【主な教具】

タッチモニター､ ３種類のアニメ写真集

【手続】

モニター全体に興味ある写真を提示しておき､ モニターのどの部分に触れても､ 次

の写真が映し出される｡

【子どもの反応】

�写真を注視し興味を示すが､ 写真への働きかけはなかった｡

�Ｔが子どもの利き手を取ってタッチモニターに触れさせ写真を次々に映し出すが､

自分から手を出すことはなかった｡

�本人の過去の経験でプリンターから画像が出てくることを理解しており､ 時々プリ

ンターに手を伸ばした｡ その際偶然にモニターに触れた際に､ 写真が映し出された｡

�タッチモニターに数回自分から触れ､ 好きな写真が現れると微笑みながらモニター

を注視した｡

�Ｔが子どもの手をモニターに持って行くと､ モニターに手が近づいたとき､ 指が開

きモニターに触れるようになった｡

②×マークの導入

【目的】

｢終わり＝写真がない｣ ことを意味する×印を理解する｡

【子どもの反応】

�×マークの写真が出てもモニターに触れ続ける｡

�×マークの画面を経験する中で､ 何も変化がないことへのあきらめの表情が出てき

た｡

③写真カードの導入

【目的】

タッチモニターの写真カードに触れる｡

�. モニター上の写真カード (図１) に触れる

とモニター全体に､ 写真が出ることを理解す

る｡

�. モニター上の写真カードを小さくし､ それ

に触れるとモニターに写真が出ることを理解

する (図２)｡ 但し､ この写真カードを上下

左右に移動させる｡ この手続きで､ モニター
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重度の聴覚障害のある脳性まひ児の段階的コミュニケーション支援
―三項関係の成立のプロセス―

上の写真カードに触れるとモニターに写真が出ることを理解する｡

【子どもの反応】

�モニター上に写真カードが導入された時は､ 視

線を写真カードに向け､ 手でモニター全域を触

れた｡

�図２のようにモニター上の写真カードを小さく

し､ 上下左右に配置すると､ 何度か触れるうち

に手が写真カードの方へ行くようになった｡ 上

肢の機能の限界で的確に小さな四角を押すこと

は出来ないが､ 上下左右に手を持って行った｡

�支援開始後２週間で､ 写真カードに触れることができるようになった｡

④複数の写真カードの導入

【目的】

複数の写真カードから選択し触れると､ 画面全体に出ることを理解する (図３)｡

【子どもの反応】

�初めは何となく写真カードに触れるといっ

た様子であったが､ 繰り返すうちに同じ

写真カードに続けて触れる行動が見られ

た｡

�出てくる写真を動画に変えると､ モニター

を注視し笑顔で手足を動かす等の喜ぶ様

子が見られ､ モニターに手を触れる回数

も増えた｡

(２) 第Ⅱ期 写真カードとモニター上の写真カー

ドとの関係性の理解 (第４～７週)

①写真カードを貼り付けたホワイトボードと同

じ写真カードを写し出したモニターの提示 (図４)

【子どもの反応】

�支援１日目は､ 写真カードを取らずホワイトボードをよけてモニターへ手を伸ばそ

うとした｡ ２日目からＴがホワイトボードを指し示したため､ 写真カードを掴む行

動が見られた｡

②ホワイトボードの写真カードを机上へ移行

【指導の目的】

机上の写真カードを選択すると､ モニターにカードと同じ写真が出る動画が出てく

ることを理解する｡

【子どもの反応】

�ホワイトボードから机上に移行させても､ 戸惑うことなく写真カードを取ろうとし

た｡
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タッチモニター

写真カード→

図２

タッチモニター

写真カード
Ａ

写真カード
Ｂ

写真カード
Ｃ

図３



�Ｔの方を向き､ 笑顔でＴの手を取った｡ ｢カードを取って欲しい｣ という意思表示

のクレーン現象が見られた｡

③生活で活用する写真カードの提示

【目的】

生活で活用する写真カードに変え､ 般化の準備段階に入る｡

※カードを大きめで掴みやすいものに変える｡

【子どもの反応】

�写真カードを手で払いのけＴを足で蹴るなど､ 写真カードとＴを拒否する行動が一

時的に見られた｡

�時間はかかるが､ ホワイトボードの写真カードを選択できるようになった｡ しかし､

Ｔがそれを見てモニターに触れる前に取った写真カードをモニター上の同じカード

へ押しつけた｡

�新しい写真カードを増やすとそれを選び動画が出ると笑いながらそれを注視し､ モ

ニター上の写真カードと対応していることを理解した｡

(３) 第Ⅲ期 三項関係の理解 (第７～１６週)

①写真カードとモニターの直線上の中間位置でＴがカードを受け取るために､ 子どもをモ

ニターに手が届かない位置に座らせる｡ (図５)

※子どもの視界の中にモニターとＴが入るようにＴを配置する｡

【子どもの反応】

�写真カードを取ると､ Ｔの方は殆ど見ないでそれをモニター上の写真カードと同じ

所に持って行った｡ 写真カードをＴに渡さなかった｡

�Ｔが受け取ろうとすると､ 写真カードをわたすようになった｡ わたすまでに時間が

かかったが､ 慣れてくると直ぐに渡すことができるようになった｡
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タッチモニター

Ａ

Ｂ Ｃ

ホワイトボード

Ａ

Ｂ Ｃ

(こども)

①写真カード
を選択する

(Ｔ) 写真カード

②Ｔがタッチモニター
に触れる

③選んだ物と同じ
写真が出る

図４



重度の聴覚障害のある脳性まひ児の段階的コミュニケーション支援
―三項関係の成立のプロセス―

②写真カードとモニターの直線上からはずれた中間位置で､ Ｔがカードを受け取る｡ (図６)

※モニターと写真カードを同時に見ることができない｡

【目的】

写真カードをＴに渡すと､ Ｔがモニター上の写真カードに触れ､ モニターに動画が

出てくることを理解する｡

【子どもの反応】

�Ｔの手を取って写真カードの方へ持って行こうとする｡

�Ｔの手を取りモニター上の写真カードに近づける行動が見られた｡

�写真カードを持ち､ モニター上の写真カードに近づけた後に､ Ｔに渡した｡

�Ｔの方へ顔を向け､ 微笑みかけてからＴへ写真カードを渡した｡

�写真カードをＴに直接渡すか､ １～２度モニターに持って行った後に渡すようにな

り､ 写真を渡せばそれがモニターに映し出されるという三項関係を理解した｡

(４) 第Ⅳ期 生活への般化 (第１７～２２週)

①学校生活 (学習活動) での写真カードの活用

�好きな学習活動を写真カードで選択する｡

�ＳＲＣ－Ｗ (歩行器) での歩行練習時に､ 行き先を写真カードで知らせる｡
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①写真カード
を選択する

タッチモニター(こども) (Ｔ)ホワイトボード

写真カード

②Ｔが写真カー
ドを受け取る ③②の写真カードと同じ

写真カードに触れる

図５

①写真カード
を選択する

タッチモニター(こども) (Ｔ)ホワイトボード

②写真カード
をＴに渡す ③渡された写真カードと

同じ写真カードにＴが
触れる

図６



【子どもの反応】

�行きたい場所を写真カードで伝えられるようになった｡ そのため､ 歩行練習を要求

することが多くなった｡ 歩行スピードも速くなり､ 距離も伸びた｡

�クラスメートの一人から髪を引っ張られ､ 涙がこぼれそうだったが我慢していた｡

学級担任が ｢そうね､ 痛かったの｣ と悲しそうな表情をすると泣きだし､ その生徒

に怒りの表情を向けた｡ 感情を伝えようとする行動が見られた｡

�歩行練習でパソコン室のカードを選び､ 自分からパソコン室へ移動する｡ Ｔが×カー

ドの後に教室の写真カードを提示すると､ 自分から教室へ向かった｡

②家庭生活での写真カードの活用

�好きな食べ物や好きな活動を要求する｡

【子どもの反応】

�平成Ｘ年３月では､ ３枚程度の写真カードを子どもに提示していたが､ 自分から取

ろうとはしなかった｡ 10ヶ月後の平成Ｘ＋１年12月には自分の要求を伝えるために

写真カードを取るようになった｡ それに伴い､ 御飯全体を意味していた写真カード

からサラダやみそ汁等の具体物を要求するようになり､ それを理解した保護者が御

飯とは別にサラダやみそ汁等の新しいカードを加えていった｡

�テレビのチャンネルを変えて欲しいときはリモコンを取って人に押しつけていたが､

リモコンが見あたらなくても､ 写真カードを取り要求した｡

�ある店のレシートと車の写真カードを同時に持って父親に提示した｡ ｢車でその店

のあるショッピングセンターへ行こう｣ という意思表示だと保護者は理解し､ その

通り実行した｡ 自分の意思が通じたため､ 本人の納得した様子が見られた｡

�母親に対して車椅子と別のショッピングセンターの２つの写真カードを取り ｢車椅

子でそのショッピングセンターへ行きたい｣ と意思表示をした｡

２. 学校での変化 (学級担任､ 副担任のアンケートより)

○ 平成Ｘ＋１年４月の様子

�視線を合わせることはなく､ Ｔが合わせようとしてもそっぽを向くことが多かった｡

�好きなトランポリンをしている時や､ Ｔが両手を取って体を揺らしているときはＴと視

線が合った｡

�表情は乏しく､ 働きかけても変化が見られず､ Ｔの存在を気にしない､ または受け入れ

ないような態度が見られた｡

�自発的な表現は､ 手足をばたばたさせる怒りの表現が殆どであった｡

�カードを見せると､ 一瞬視線を向けるが関心を示さない｡

○ 平成Ｘ＋１年12月の様子 (支援後)

�自分から顔を覗き込むことや､ 視線を合わせて微笑むことが多い｡ トイレや給食指導時

の１対１の場面で特に多い｡

�楽しいときには微笑み､ 悔しい時には怒りの表情をＴに向けて表すようになった｡

�特に人との関わり場面において､ 笑顔が多くなり､ 怒りの表現が以前に比べて少なくなっ

た｡
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�自分から写真カードに手を伸ばし､ それを相手に持って行くようになった｡

�カードへの関心が高まり､ 裏返してみるようになり､ 初めてのカードでも提示するとよ

く見るようになった｡

�今までは受動的で自分から動くことが少なかったが､ 移動してＴの机の上を触ったりＴ

のバックの中を探ったりするなど､ 探索活動が増え興味関心が広がった｡

�歩行練習中に好きなパソコン室へ行き､ 授業終わりの時間がきたので×と教室の２枚の

カードを見せると､ 自分から教室へ向かった｡

３. 家庭での変化 (保護者アンケートより)

�トイレやお風呂カードなどは､ 母親が提示しても興味を示さなかったが､ 今では自分か

らカード絵を取るようになった｡

�カードにない物は直接取りに行こうとしたため (みそ汁を食べたいときは直接熱い鍋に

手を出すなど危険な行為が見られた)､ 新たなカードを準備すると直ぐに取るようにな

りカードの数が増えていった｡ そのため､ 小学部時はカード３枚だったが指導後11ヶ月

でかーどが10枚以上に増えた｡

�カードを使えるようになって､ 怒ることが少なくなってきた｡ 自分からしたいことを伝

えるようになったので保護者は喜んでいる｡

�サラダや食事のカードを何度も取るので困ることもある｡

�終わりの×カードを見せても､ 要求をやめないことが困る｡ (学校ではやめる)

�自分が楽しい､ 嬉しいときに､ 母親父親の顔を見て伝えるようになった｡

�自分流の活用を始めた｡ 内容によってカードを手渡す相手を選ぶ､ ２枚のカードを同時

に手渡す､ カードと他の具体物を渡す､ などができた｡

(例 母親：車椅子＋くらし館＝さんぽ 父親：車＋イオンのレシート＝車に乗ってイ

オンへ行きたい)

�朝､ 学校を出るとき学担と車のカードを見せると自分から玄関へ移動する｡
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聴覚障害のある重度重複児のコミュニケーション指導に関して､ カードと具体物または具

体的活動との関係性がつかめていない子どもに､ カードによるコミュニケーションを可能に

した次の４段階の支援について検討する｡

まず､ 第Ⅰ期は､ 発信と対象写真の変化との関係性の理解である｡ 聴覚障害のある重度重

73

表１ 家庭用写真カードの変化

平成Ｘ年３月
(指導前)

平成Ｘ＋１年４月
(指導後３ヶ月)

平成Ｘ＋１年12月
(指導後11ヶ月)

トイレ､ お風呂､ お茶
合計３枚

トイレ､ お風呂､ お茶､ 御飯､
車
合計５枚

車椅子､ 自動車､ ＴＶリモコン､ ダイエー､
くらし館､ プリン､ サラダ､ 学級担任他
合計１０枚



複児がカードを使えないのは､ カードと具体物または具体的活動との関係を理解していない

からであると考えられた｡ そこで､ この段階では空間的距離と時間差のない条件での関係性

の理解の支援から始めた｡ タッチモニター上の映像の変化を用いて､ 手で触れた対象画が触

れた直後に変化するようにした｡ このことで､ 子どもは ｢触れると変わる｣ という関係性の

理解ができた｡

第Ⅰ期では変化するモニターへ直接働きかけたが､ 第Ⅱ期ではカードを取ることで写真が

変化するという空間的距離と時間差の介在した､ 間接的な関係 (土岐､ １９９８) の理解の

段階である｡ つまり､ 写真カードとモニター上の写真カードとが同一のものであることを理

解することである｡

モニター全体の写真からモニター上の小さな写真カードに触れると､ モニターにその写真

が写し出されることを理解できた｡ 更に同様に実生活で活用する写真カードを取り入れ､ そ

れを取るとＴがモニター上の写真に触れた後､ モニターに同じ写真が映し出されることを理

解した｡ つまり､ 空間的距離と時間差のある写真カードとモニターの写真との関係が理解で

きた｡ 子どもが選択したカードが画面に映し出されるという条件を理解したと考えられる｡

土岐 (１９９８) は､ 間接的関係とは時間的にだけではなく空間的にも ｢間｣ のある関係を

取り結べることであると述べている｡ 更に子どもは間接的関係の理解から､ 自分が注目して

いるものに大人も目を向け､ 大人の注目しているものに子どもも興味を注ぐ経験を通して三

項関係を成立させることにつながると述べている｡

第Ⅲ期は､ 三項関係の成立である｡ 子どもがカードを第三者に渡せば､ カードと同じ画面

の写真が変化することを理解することである｡ 子どもは､ 第三者にカードを手渡すことで自

分の意思が伝わり､ その結果､ 写真が変化することを理解する｡ 石田 (２００１) は､ 子ど

もが特定の物または人を注視するだけの行動から物に視線をおいた後母親の方に視線を移す

ことにより､ 自分の要求を実現することを ｢物と大人と子どもの関係｣ を三項関係と呼び､

この関係の成立により伝達行動が獲得されると述べている｡ 支援前､ 子どもは具体物しか見

ていなかったが､ この段階で第三者を意識しカードを手渡すようになった｡ このことは､ 子

どもが三項関係を成立させ､ 伝達行動を獲得したものと考えることができる｡

最後の第Ⅳ期は､ 生活への般化である｡ カードの活用を限定的なものから広範囲のものへ

と移行させることである｡ 家庭や学校の生活の中で､ 子どもの生活の流れや必然性､ 要求を

捉えてカードの活用方法を再構成する作業である｡ 子どもが２枚のカードや､ カードと具体

物を同時に手渡すなど､ 自分の活用法を創造し､ 自ら活用の方法を拡大していった｡

このように､ ２つのものの関係性を､ 時間差と空間的距離のないものから､ 写真カードと事

象の関係のように時間差と空間的距離のある関係へ段階的に支援していくことで､ 写真カー

ドを提示されるだけでは活用が困難であった重度の聴覚障害のある脳性麻痺児が､ 写真カー

ドをコミュニケーションの道具として活用できるようになったものと考える｡
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ロバート,Ｓ (１９８７) は､ ピアジェの感覚運動期の第４段階､ つまり第二次循環反応

の協応 (約８～１２か月) の時期の子どもは､ 自分が何か原因を作り出せば､ 何らかの結果

が必ず伴うことをはっきり理解すると述べ､ この時期より関係性の理解がなされることを指

摘している｡ しかし､ 重度重複障害児にとってこの関係性の理解は困難であると考えられる｡
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支援段階で子どもが移行するのに困難だったのは､ 第Ⅱ段階の働きかける物 (発信する) と

変化する物とを分離して理解することであった｡ カードを取ることで映像が出るという関係

の理解が､ 困難であった｡

重度知的障害児のカードによるコミュニケーション指導について､ 萩森 (２００４) はＰ

＆Ｐ (�������＆���	�
�：津田､ １９９８) を使用し､ 袋入りのお菓子等の実物を直接カー

ドに貼り付けた立体的カードから順次菓子のパッケージ､ 写真､ 図形シンボルへと移行する

指導を行い､ 不明瞭ながらも２７語の音声表出が確認できたことを報告している｡ この事例

では指導開始時期に､ 好きな食べ物の名前を聞くと振り向きその物のある場所へ行こうとす

ることから､ 名前と物との関係性が理解されていたことが考えられる｡ また､ 指導の時期が

３歳２か月という発達の著しい時期であることから､ カードへの移行がスムーズになったこ

とも考えられる｡

重度重複障害児にとって､ 二つの物や事象は物理的に別なものであるため､ 関係性を見い

だすことは困難であると考えられる｡ また､ 同じ物であっても別な場所に移動すると､ 同じ

物として認知できないことがある｡ その意味で､ 重度重複障害児が二つの物や事象に関係性

を見いだすことは､ 二つの物や事象の間に連続性を見つけることである｡ つまり､ ２つのも

のの関係を理解するには､ ２つのものの間の連続性を理解することである｡ そのためには､

時間､ 位置､ 空間､ 感覚､ その他の共通性等の接点を見つけることである｡ そのために､ 子

どもが理解できる接点を見つけること､ ２つの物や事象を連続的に提示することである｡ こ

の時､ ２つのものが物理的時間的に接近していれば､ 子どもは連続性に気づき関係性を理解

することが考えられる｡
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